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【手続補正書】
【提出日】平成21年9月28日(2009.9.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　解剖学的構造に電磁放射を送り、前記電磁放射を用いて前記解剖学的構造の少なくとも
一つの部分の領域全体を連続的に走査して少なくとも一つの特定の信号を生成するように
構成された少なくとも一つの第１の装置を備え、前記領域全体は１ｍｍ2よりも大きな面
積を有し、
　前記特定の信号を受信し、前記特定の信号に基づいて１０μｍより小さい横方向分解能
を有する少なくとも一つの画像を生成するように構成された少なくとも一つの第２の装置
を備える装置。
【請求項２】
　前記領域全体が前記構造の体積である、請求項１記載の装置。
【請求項３】
　前記少なくとも一つの画像が実質的な間隙なしに連続している、請求項１記載の装置。
【請求項４】
　前記少なくとも一つの部分が前記解剖学的構造の表面上にある、請求項１記載の装置。
【請求項５】
　前記少なくとも１の部分が前記解剖学的構造の表面下にある、請求項１記載の装置。
【請求項６】
　前記電磁放射が複数の波長を含む、請求項１記載の装置。
【請求項７】
　前記電磁放射が時間と共に変化する一つ以上の波長を含む、請求項１記載の装置。
【請求項８】
　前記少なくとも一つの第１の装置のうちの少なくとも一つ、または前記少なくとも一つ
の第２の装置が顕微鏡装置を含み、前記顕微鏡装置が多光子顕微鏡装置または共焦点顕微
鏡装置の少なくとも一つである、請求項１記載の装置。
【請求項９】
　前記顕微鏡装置がスペクトル符号化装置を含む、請求項８記載の装置。
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【請求項１０】
　前記少なくとも一つの解剖学的構造が内臓器官である、請求項１記載の装置。
【請求項１１】
　前記少なくとも一つの第１の装置のうちの少なくとも一つが光ファイバー装置を介して
電磁放射を送るか、前記少なくとも一つの第２の装置が光ファイバー装置を介して前記特
定の信号を受信する、請求項１記載の装置。
【請求項１２】
　前記光ファイバー装置が複数の電磁放射ガイド装置を含む、請求項１１記載の装置。
【請求項１３】
　前記特定の信号が、前記解剖学的構造から受信される電磁放射強度の少なくとも一部分
と関連する、請求項１記載の装置。
【請求項１４】
　前記少なくとも一つの第１の装置がプローブ内に設けられている、請求項１記載の装置
。
【請求項１５】
　前記第１の装置が、少なくとも一つの光学収差を補正するように構成された少なくとも
一つの光学部品を含む、請求項１記載の装置。
【請求項１６】
　前記少なくとも一つの光学部品が湾曲した表面を備える、請求項１５記載の装置。
【請求項１７】
　前記少なくとも一つの光学収差が非点収差である、請求項１６記載の装置。
【請求項１８】
　前記少なくとも一つの第１の装置のうちの少なくとも一つ、または前記少なくとも一つ
の第２の装置を、前記解剖学的構造に対する特定の場所に配置するように構成された位置
合わせ装置をさらに含む、請求項１記載の装置。
【請求項１９】
　前記少なくとも一つの第１の装置が、前記解剖学的構造内の複数の深さに前記電磁放射
の焦点を位置合わせするようにさらに構成されている、請求項１記載の装置。
【請求項２０】
　別の信号を生成し、前記別の信号に基づき前記解剖学的構造に関連する特定の部位の少
なくとも一つの場所を決定し、前記別の信号に基づき前記解剖学的構造の内部の別の場所
に前記少なくとも一つの電磁放射の焦点の動きまたは位置の少なくとも一つを制御するよ
うに構成された少なくとも一つの第３の装置をさらに備える、請求項１記載の装置。
【請求項２１】
　前記別の信号が前記特定の信号である、請求項２０記載の装置。
【請求項２２】
　前記別の信号が、干渉信号、飛行時間信号または電磁放射強度のうちの少なくとも一つ
である、請求項２１記載の装置。
【請求項２３】
　前記別の信号が、前記解剖学的構造の領域内部の少なくとも一つの場所と、前記少なく
とも一つの第１の装置の部品の少なくとも一つとの間の少なくとも一つの距離に関連する
、請求項２０記載の装置。
【請求項２４】
　解剖学的構造に少なくとも一つの電磁放射を送り、前記少なくとも一つの電磁放射を用
いて前記解剖学的構造の少なくとも一つの部分を走査して少なくとも一つの信号を生成す
るように構成された少なくとも一つの第１の装置と、
　前記解剖学的構造内部の所定の場所に、前記少なくとも一つの第１の装置の焦点の位置
を特定の信号の関数として自動制御するように構成された少なくとも一つの第２の装置と
、
を備え、
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　(i)前記少なくとも第１の装置が共焦点顕微鏡装置であるか、(ii)前記少なくとも一つ
の信号がスペクトル符号化信号であるか、または(iii)前記特定の信号がスペクトル符号
化信号であるかの少なくとも何れかである装置。
【請求項２５】
　前記特定の信号が、干渉信号、飛行時間信号、または強度信号のうちの少なくとも一つ
である、請求項２４記載の装置。
【請求項２６】
　前記少なくとも一つの信号と、標準試料からの追加信号を受信して干渉信号を生成する
ように構成された少なくとも一つの第３の装置をさらに備える、請求項２４記載の装置。
【請求項２７】
　前記少なくとも一つの第１の装置が、共焦点顕微鏡装置または多光子顕微鏡装置の少な
くとも一つである請求項２４記載の装置。
【請求項２８】
　前記少なくとも一つの第１の装置が、スペクトル符号化装置を含む、請求項２４記載の
装置。
【請求項２９】
　前記少なくとも一つの解剖学的構造が内臓器官である、請求項２４記載の装置。
【請求項３０】
　前記少なくとも一つの第１の装置が光ファイバー装置を介して前記電磁放射を送る、請
求項２４記載の装置。
【請求項３１】
　前記光ファイバー装置が複数の電磁放射ガイド装置を含む、請求項３０記載の装置。
【請求項３２】
　前記少なくとも一つの電磁放射が複数の波長を含む、請求項２４記載の装置。
【請求項３３】
　前記少なくとも一つの電磁放射が時間と共に変化する一つ以上の波長を含む、請求項２
４記載の装置。
【請求項３４】
　解剖学的構造に少なくとも一つの電磁放射を送り、前記電磁放射を用いて前記解剖学的
構造の少なくとも一つの部位を走査してデータを生成するように構成された少なくとも一
つの第１の装置と、
　ａ）前記解剖学的組織の特定の部位の少なくとも一つの場所の決定に基づく信号を生成
し、
　ｂ）前記少なくとも一つの第１の装置の動きまたは焦点位置のうちの少なくとも一つを
、前記解剖学的構造内の前記少なくとも一つの場所に対し前記信号の関数として自動制御
するように構成された少なくとも第２の装置と
を備え、
(i)前記少なくとも第１の装置が共焦点顕微鏡装置であるか、(ii)前記信号がスペクトル
符号化信号であるか、または(iii)前記データがスペクトル符号化データを含むかの少な
くとも何れかである装置。
【請求項３５】
　前記特定の部位が前記解剖学的構造の表面にある、請求項３４記載の装置。
【請求項３６】
　前記（ａ）および（ｂ）の動作が実質的に同時に行われる、請求項３４記載の装置。
【請求項３７】
　前記少なくとも一つの第２の装置が、前記少なくとも一つの電磁放射の焦点を、前記解
剖学的構造内部の複数の深さに位置合わせするように構成されている、請求項３４記載の
装置。
【請求項３８】
　前記少なくとも一つの第２の装置が前記解剖学的構造内部の焦点の深さを調整する、請
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求項３４記載の装置。
【請求項３９】
　前記少なくとも一つの場所が干渉信号に基づいて決定される、請求項３４記載の装置。
【請求項４０】
　前記干渉信号が少なくとも部分的に前記データに基づく、請求項３９記載の装置。
【請求項４１】
　解剖学的構造の領域を撮像する方法であって、
　少なくとも一つの電磁放射を解剖学的構造に送ること、
　前記解剖学的構造の少なくとも１部分であり、１ｍｍ2より大きな面積を有する領域全
体を前記電磁放射を用いて連続的に走査すること、
　前記電磁放射に基づいて少なくとも一つの特定の信号を得ること、
　前記特定の信号に基づいて、１０μｍより小さい横方向分解能を有する少なくとも一つ
の画像を生成すること、
を含む方法。
【請求項４２】
　解剖学的構造内部に電磁放射を位置合わせする方法であって、
　少なくとも一つの電磁放射を解剖学的構造に送ること、
　少なくとも一つの装置を用いて前記少なくとも一つの電磁放射を用いて前記解剖学的構
造の少なくとも１部分を走査すること、
　前記電磁放射に基づいて少なくとも一つの信号を得ること、
　特定の信号に基づいて前記解剖学的構造内部における所定の場所に、前記少なくとも一
つの第１の装置の焦点の位置を制御し、(i)前記少なくとも第１の装置が共焦点顕微鏡装
置であるか、(ii)前記少なくとも一つの信号がスペクトル符号化信号であるか、または(i
ii)前記特定信号がスペクトル符号化データであるかの少なくとも何れかであること、
を含む方法。
【請求項４３】
　解剖学的構造内部に電磁放射を位置合わせする方法であって、
　少なくとも一つの電磁放射を解剖学的構造に送ること、
　少なくとも一つの装置を用いて前記少なくとも一つの電磁放射を用いて前記解剖学的構
造の少なくとも１部分を走査すること、
　前記少なくとも一つの電磁放射に基づいてデータを得ること、
　前記解剖学的構造の特定の部位の少なくとも一つの場所の決定に基づいて信号を生成す
ること、
　前記少なくとも一つの場所に対する前記少なくとも一つの第１の装置の動きまたは焦点
位置のうちの少なくとも一つを前記信号に基づき自動制御すること、
を含み、
　(i)前記少なくとも第１の装置が共焦点顕微鏡装置であるか、(ii)前記信号がスペクト
ル符号化信号であるか、または(iii)前記データがスペクトル符号化データを含むかの少
なくとも何れかである方法。
【請求項４４】
　前記特定の信号はスペクトル符号化される、請求項２４に記載の装置。
【請求項４５】
　前記特定の信号は、電気または光の少なくとも何れかである、請求項２４に記載の装置
。
【請求項４６】
　前記特定の信号は、(i)前記少なくとも一つの信号であるか、または(ii)前記解剖学的
構造から供給される別の信号の少なくとも何れかである、請求項２４に記載の装置。
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